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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，技術科教員が持つ課題意識を実証的に明らかにするとともに，教
員が目標を設定して自律的に研鑽を行うことを奨励する認定・評価制度を開発・試行することである。
　その結果，(1) 技術科教員への調査によって，技術科授業の計画・実施に関連する知識・指導力と，授業の省
察に関連する環境への課題意識の実態や構造を把握し，「授業や教室の管理」，「学習指導・評価の計画と実
践」など５要因を特定した。また，(2) 現職技術科教員の奨励・表彰制度となる試験制度についての開発を行
い，目的，方法，審査項目，評価基準などの要綱を作成した後，審査の試行を行い，妥当性を検証することがで
きた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to obtain suggestions regarding teachers’ 
self-evaluations of their expert knowledge and ability to plan and practice technology education, 
and development evaluation system for self-improvement. (1)the teachers’ self-evaluations of their 
expert knowledge and teaching ability were composed of five factors, such as “management of lesson 
and classroom” and “planning and practice of teaching and evaluation.”　Three factors, one of 
which was “cultural exchange with other teachers,” were uncovered from the teachers’ 
self-evaluations of the environment to reflection related to the development of their ability. (2) 
The evaluation system to encourage and award technology education teachers was developed and tried 
based on the outline including purpose, method, evaluation criteria.

研究分野：教科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

中学校技術科に関連する中核学会である
日本産業技術教育学会は，「技術科教員指導
能力認定試験」（以下認定試験）を主催して
いる。この事業は，技術科に関する教員養成
大学・学部の学生に対する能力保証を主な目
的としており，標準的な指導能力の基準をベ
ースとした試験問題により，平成 20～28 年
度に渡り継続実施されている。 

しかし，教員は絶えず成長・発達していく
専門的職業であり，教員養成段階を経た初任
教員から中核・指導的教員へと力量形成する
道筋を示すことや，その過程で評価・点検す
る機会を設けることは重要である。 

 

２．研究の目的 

本研究は，教員養成大学などから教職に就
いた技術科教員が持つ課題意識を実証的に
明らかにするとともに，教員が資質・能力に
関する目標を設定して自律的に研鑽を行い，
結果に基づいて省察することを奨励する認
定・評価制度を，学会との連携・協働を通し
て開発・試行することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 本研究は，次の(1)，(2)のテーマに沿って
行った。 
 
（1） 技術科教員の資質能力と省察の環境に

対する課題意識の分析 
 

技術科教員が備える資質能力である，技術
科授業の計画・実施に関連する専門的知識や
実践的指導力（以下，知識・指導力）と，研
修や意見交換などの授業の省察に関連する
環境（以下，省察の環境）への課題意識につ
いて検討し，技術科教員への調査によってそ
の実態や構造を把握することを目的とした。 
 技術科の指導経験が５年程度の教員 16 名
への予備調査により，技術科教員の知識・指
導力への課題意識に関わる 35の質問項目と，
省察の環境への課題意識に関わる 15 の質問
項目を構成した。 

50 の質問項目から構成した調査票により，
全国学校総覧から系列抽出法を用いて選定
した中学校 500校に勤務する技術科教員を対
象とした調査を行った。 

2015 年 10 月に郵送で配布した結果，222
校から回収することができた。回答に不備の
ない有効回答は 205であった。 
 技術科教員が回答した各課題意識の構造
を検討するために因子分析を行った。因子分
析は最尤法を用いて初期解を得た後に，初期
の固有値が 1.0以上の因子に対してプロマッ
クス回転（斜行）による因子軸の回転を行っ
た。因子負荷量 0.35 を基準として，どの因
子軸にも因子負荷量が満たない項目を削除
して因子分析を繰り返し行った。 
 
 

（2） 現職技術科教員の奨励・表彰制度の確
立と試行 

 
日本産業技術教育学会が実施している認

定試験は，中学校技術・家庭科技術分野の教
員を目指す大学生・院生及び現職教員の指導
能力を総合的に評価することをねらいとし
ている。 
この認定試験は，例年 70 名程度の受験者

から応募があり，10 校程度の教員養成に関わ
る大学の協力を受けて開催されている。2016
年度の実施で 8 回を数え，認定された合格者
は 129 名となった。このような取り組みは，
教育現場から求められ，重要性を感じられて
いる。 
一方で，日本産業技術教育学会が実施して

いる認定試験は主に大学生，大学院生向けで
あり，現職技術科教員の能力向上やその意欲
を促進するものではない。そのため，現職技
術科教員の奨励・表彰制度となるような試験
制度：認定試験（授業計画・実践）について
の開発を検討した。 
 
４．研究成果 
 
（1） 技術科教員の資質能力と省察の環境に

対する課題意識の分析 
 
技術科教員が回答した知識・指導力に関わ

る課題意識の構造を検討するために因子分
析を行った結果，複数の因子から基準とする
0.35 以上の因子負荷量が算出された項目も
あったが，27 項目から構成される５因子を抽
出することができた。各因子に含まれている
項目の共通する内容を解釈して因子の命名
を行った。 

 
第１因子（９項目）は，教員が授業を実施

し，生徒の学習の場となる教室の環境や，授
業を行う際の学習のルールなどに関連した
内容が包含されていると解釈して「授業や教
室の管理」因子と命名した。 
第２因子（11項目）は，学習指導や学習評

価の立案や実施などにかかわる内容が表出
していると解釈でき，「学習指導・評価の計
画と実践」と命名した。 
第３因子（３項目）は，生徒の学力などの

個人差を踏まえた指導に対する課題意識で
あると解釈でき，「個人差に応じた指導」と
命名した。 
第４因子（２項目）は，専門知識や技能の

不足を自覚する内容であると解釈すること
ができる。従って，この第４因子を「専門的
知識・技能」と命名した。 
第５因子（２項目）は，授業で使用する資

料やプリントなどの教材の準備に関連する
内容であると解釈することができ，「プリン
ト・資料の準備と活用」と命名した。 
 
 



技術科教員が回答した省察の環境に対す
る課題意識の構造を検討するために因子分
析を行った結果，10 項目から構成される３因
子を抽出することができた。各因子に含まれ
ている項目の共通性を解釈して因子の命名
を行った。 

 
第１因子は，教科や授業に関する情報を収

集・交換することに対する内容が抽出されて
いると考えられ，「他教員との情報交換」と
命名した。 
第２因子は，家庭科（家庭分野）との指導

と評価の連携に関わる内容が表出している
と考えられ，「家庭科との連携」と命名した。 
第３因子は，技術科の教員養成や採用に関

する内容が表れていると考えられ，「技術科
教員の養成・採用」と命名した。 

 
技術科の知識・指導力と，省察の環境に関

わる課題意識の関連性について検討するた
めに，構成する各因子間の相関係数を求めて
表１に示す。 
「他教員との情報交換」と，知識・指導力

に関する課題意識との間では，５因子すべて
において 0.40 以上の相関係数が表出してお
り，相関は比較的強いと考えられた。 
「家庭科との連携」では，「学習指導・評

価の計画と実践」との間での相関が，比較的
強いと考えられた。 
「技術科教員の養成・採用」と知識・指導

力に関する課題意識の５因子との間では，
0.40以上の相関係数は認められなかった。 
田口・西本（2009）は，熊本県の技術科教

員を対象とした調査により，研究会等へ参加
することの意義には指導力や意欲の向上が
考えられていることを明らかにしている。こ
の調査と類似して，知識・指導力の課題意識
を有する場合には，その解決の方策として他
教員と授業や教科について情報交換をする
ことや，それらを目的とした研究会への参加
を求めていることが推察された。 
 
（2） 現職技術科教員の奨励・表彰制度の確

立と試行 
 
検討した試験制度：認定試験（授業計画・

実践）の主な要綱を示すことができた。 
 
 

・目的                
技術科教員指導能力認定試験により指導

力があると認定された者を主な対象に，技術
科の指導経験を通して修得した実践的指導
能力等を評価し，さらなる資質能力の向上を
奨励・表彰することを目的として，技術科の
授業計画・実践を評価する認定試験を実施す
る。 
 
・試験方法              
試験は，一次試験としての書類審査と二次試
験としての授業審査とする。一次試験を合格
したものが二次試験を受験することができ
る。  
一次試験：書類審査は，原則として二次試

験で審査・観察の対象となる授業に関連した
学習指導や学習評価に関する課題に基づい
て行う。授業の目標・内容や題材は受験者が
任意に設定する。 

 
二次試験：授業審査は，受験者が一次試験

の提出書類により指定した授業の観察によ
って行う。生徒が主体的に取り組む学習活動
を含めた授業を対象とする（一方的な講義形
式のみで構成される授業は審査の対象とし
ない）。審査対象の授業は 50 分もしくは 100
分とする。 
 
・評価と合否判定           
学習指導や学習評価に関する審査書類に

ついて，審査員が評価項目に基づき審査する。
なお，様式は本認定試験募集時に評価項目と
併せて公表する。記入内容に不足や誤りがあ
る場合には修正を求めることもある。 
授業審査の評価は，書類審査で示された授

業の実施を，審査員が評価項目に基づいて行
う。なお，実施における審査ができない場合
は，指定の方法で録画された受験者の授業を，
審査員が評価項目に基づき審査する。学習指
導案等の計画と異なる場合には，審査員が意
図を聞くことがある。 
書類審査，授業審査の両方に合格した者を

認定試験（授業計画・実践）の合格者とする。
不合格者には，審査結果とその経過を文書で
説明する。 
 
・書類審査の評価項目         
①題材：社会的背景，学習指導要領，他題材

などとの関連等を考慮し，適切な題材が設

表 1 知識・指導力と省察の環境に関わる課題意識の相関係数 

因子名 他教員との情報交換 家庭科との連携 技術科教員の養成・採用 

「授業や教室の管理」 0.58 0.32 0.34 

「学習指導・評価の計画と実践」 0.65 0.43 0.37 

「個人差に応じた指導」 0.54 0.28 0.33 

「専門的知識・技能」 0.53 0.23 0.35 

「プリント・資料の準備・活用」 0.49 0.35 0.28 

0.40 以上の相関係数に下線を記す。 



定されている。 
②題材観：題材について，題材の持つ価値の

分析を多面的に行っている。 
③生徒観：対象とする生徒のレディネスを把

握し，実態に即した指導に結びつけている。 
④指導観：学習目標・内容を踏まえ，効果的

で具体的な指導や手段を検討している。 
⑤題材の目標：題材の価値と関連させ，生徒

に必要な学力を身につけさせる適切な目
標を設定している。 

⑥題材の指導計画：内容や評価が系統的に計
画されており，題材の目標との整合性があ
る。 

⑦題材の評価規準：題材に含まれる学習目
標・内容を踏まえ，適切な評価規準を設定
できている。 

⑧本時の目標：本時の目標が指導によって達
成可能であり，評価の観点と関連している
ことが把握できる。 

⑨本時の指導計画：指導案のうえで，本時の
目標，生徒へ提示する「めあて」，評価規
準，に一貫性があり，指導と評価の一体化
が図られる計画となっている。 

⑩全体：地域や生徒の実態，発達段階，他教
科との関連などに応じて，適切な指導を計
画している。 

 
・授業評価の審査項目         
①導入：学習の動機づけ（興味・関心・意欲）
を喚起する工夫をしている。 

②導入：すべての学習者に本時の「めあて」
を理解させている。 

③展開：思考の広がりや深まりを引き出すよ
うな発問が工夫されている。 

④展開：説明や指示が明確で一貫しており、
授業者の意図が学習者に的確に伝わって
いる。 

⑤展開：本時の目標を達成するために，円滑
な授業の展開となっている。 

⑥展開：学習内容に関連する教材や，学習活
動を促進する教具を効果的に用いている。 

⑦展開：課題（問題）解決型，生徒主体の学
習展開が設定されている。 

⑧展開：黒板や機器など提示教具の使用意図
が明確であり，効果的に活用されている。 

⑨まとめ：生徒に学習の振り返りや学び，成
長を自己認識させている。 

⑩学習環境：学習環境が整えられ，学びやす
く，安全な学習環境を構築している。 

 
 
 
 これらの試験制度に基づいて，2017年１月
17 日（火）西東京市立明保中学校 岡崎靖先
生の授業を参観し，審査を試行した。そして，
審査項目や提出書類の書式などを検討し，今
後の実施に対する妥当性を検証することが
できた。 
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